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研究ノー ト

手 術 前 患 者 の不 安 に関 す る研 究 の現 状

　　　　　　　　　　一2002^-2011一

　　　　　　　　　　野沢　和也1)、奥津　文子2)
1)滋賀県立大学大学院修士課程　人間看護学科

　　　　　　　　　　2)滋賀県立大学人間看護学部

背景 　 日本で は毎 日、約45,000件 もの手術 が全国で行 われてお り、 その数の患者が毎 日手術 とい う不安

と闘 ってい ることとなる。 しか し、術前 の患者が心の 中に存在 す る不安や恐怖 をそのまま言 葉 に表 して

くれ るとは限 らない。 また、 それぞれが抱 く不安 に対 して、 それぞれ に適 した介入 を行 うとい うことは

容易で はな い。 さらに近年、入 院 日数 短縮化の影響で、術前 に関わ ることので きる時間が減少 し、看護

介入が難 しくな って いる。

目的　手 術前の患者 の不安 に関 す る研 究の現況 を明 らかに し、術前患者へ の看護 の質 向上 に向 けて の基

礎 資料 とす ることを目的 とす る。

方 法　医学 中央雑誌で、過 去10年 間(2002-2011年)　 「手術前 　不安」 を キーワー ドと した主題 検索 を

行 い、抄録あ り、原著論文、看護 分野での絞込 み検索 を行 った。その うち、小児 を対象 と した研究 を除

外 し、残 りの135件 を分析対象 と した。 その研究が何 を明 らか に しよ うと し、 その結果、何 が明 らか に

な ったのか という視点 で文献 を分析 し、記載内容 を要約 し、その内容 の類似性 に基 づ き分類 した。

結果　不安内容 の分析 や不安 への介入 に対す る研究 はな されて いるが、患者 が持っ特性が その介入結果

に どれ ほど影響 しているか とい う研究 はほとん どみ られなか った。

結論　不安 に対す る介入 と患者 の特性 との関連性 を調 査 し、そ の傾 向 ・特徴 を分析 し介入 の効果 と患者

の特性 に何 らか の関連性 を見出す ことが重要 と考 え る。

キー ワー ド　 手術前、不安 、成人

1.は じめ に

　日本では毎 日、約45,000件 もの手術が全国で行われて

いる(平 成19年6月 審査分の1ヵ 月の全国総手術数(推

計)よ り算出)。 っまり、その数の患者が毎 日手術 とい

う不安 と闘っていることになる。「手術前 に患者が 『自

分は……の手術に不安で仕方がない』 と明確に言語化 し
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て くれれば、医療スタッフは患者の言葉か ら不安や恐怖

の レベルを推察することが容易である。そればかりか患

者への対応 も比較的やりやす くなるかもしれない。 しか

しなが ら、術前の患者が心の中に存在する不安や恐怖を

そのまま言葉 に表 して くれ るとは限 らない。 むしろ、

「不安や恐怖は相当強いにもかかわ らず、それ らを表現

しない方が多 いように思われ る」 と、福西 は述べて

いる1)。実際に臨床の現場でも、医療者側か らの不安は

ないかという問いに対 して 「大丈夫です」や 「先生方に

お任せ してお ります」という言葉だけで済んで しまうこ

とが多い。

　また、本人のもっ気質や性格、年齢、予定 されている

麻酔法や術式によっても、抱 く不安の対象や強さ、それ

らに対する介入方法が変化することが予測できる。 しか

し、それぞれが抱 く不安に対 して、それぞれに適 した介

入を行うということは容易ではない。

　 さらに近年、入院日数短縮化の影響で術前 に関わるこ

とのできる時間が減少 し、看護介入が難 しくなっている。

このような状況の中で、今後、術前不安への看護実践を
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効果的に行う上で、 どのような研究が必要か検討するた

めには、 まず術前患者の不安に関する現在の研究動向の

概観が必要 と考える。

　そこで本研究では、手術前の患者の不安に関する研究

の現況を明 らかにし、術前患者への看護の質向上 に向け

ての基礎資料とす ることを目的とした。

H.研 究方法

1.研 究対象

　研究対象文献 は、過去10年 間(2002-2011年)に 発表

された術前患者の不安 に関する文献である。

　文献の抽出にあた っては、医学中央雑誌で、「手術前

不安」をキーワー ドとした主題検索を行い、抄録あり、

原著論文、看護分野での絞込み検索を行 った結果、149

件が ヒットした。そのうち、小児を対象 とした研究が14

件含まれていた。今回、その14件 を除外 した135件 を分

析対象 とした。

2.分 析方法

　上記 の対象研究論文をその①発表年、②研究の種類、

③研究デザイン、④ デ0タ 収集法、⑤対象者、の項 目ご

とにデータ化 し、 コー ド化 した。さらに、研究内容に関

しては、筆者の不安の捉え方に影響された偏 った内容の

分析にならないように、帰納的に分析 した。具体的には、

その研究が何を明らかにしようとし、その結果、何が明

らかになったのかという視点で文献を分析 し、記載内容

を要約 し、その内容の類似性に基づき分類 した。

gnosis　Procedure　 Combination(以 下DPCと 略す)の

導入が盛んになり、それに伴 う入院日数の減少か ら、手

術前 日の入院 といったケースが増えている。手術前の入

院期間が少ないと、手術に対する心理的な準備のための

時間を十分にとることができない。看護師は効果的 ・効

率的に術前不安に関わる必要性に迫 られ、研究数が急増

したのではないかと考えられる。

　 また、DPCの 導入や医療の発達に伴い、手術後の入

院日数や手術時間の短縮がみられる。結果 として、手術

件数の増加による、手術患者に対する関心の高まりが研

究数の増加につながった可能性がある。

　今後 も、医療の発達に伴い手術を受ける患者が著 しく

減少することはないと考えられる。さらに、手術前の入

院期間の減少 により、不安への介入が困難になる可能性

が考え られるため、手術前の不安に関する研究は今後も

重要であると考える。

2.研 究 の種 類 お よ び研 究 デ ザ イ ン

　 135件 の 研 究 の 中 で 、 質 的 研 究 は77件(57.0%)、 量 的

研 究 は47件(34.8%)、 量 質 併 用 研 究 が9件(6.7%)、 総 説

が2件(1.5%)で あ った(図2)。

研 究 の 種 類 　 2002-2011

皿.研 究結果および考察

1.研 究の発表年

　文献検索の結果、国内でのこのテーマに関する文献 は

年 々増加傾 向にあり、特 に2007年 頃か ら急増 している

(図1)。 この理由にっいては以下のように考え られる。

わが国では2006年 頃か ら診断群分類別包括評価制度Dia
図2　 研究の種類

図1　 手術前の不安に関する論文数の推移

　 研 究 デ ザ イ ンと して は、 観 察 研 究 に お け る、 断 面 調 査

研 究 が49件(36.3%)、 追 跡 調 査 研 究 が11件(8.1%)、 比 較

対 象 の 無 い 介 入 研 究 が32件(23.7%)、 比 較 対 象 の あ る介

入 研 究 が28件(20.7%)、 ケ ー ス ス タデ ィが13件(9.6%)、

総 説 が2件(1.5%)で あ っ た。

　 質 的研 究 で は、 患 者 や そ の 家 族 が抱 く手 術 に対 す る思

い や 手 術 前 後 の 生 活 実 態 の 調 査 が25件(32.5%)と 最 も多

い割 合 を 占 め た。 量 的 研 究 で は、 現 在 施 行 して い る看 護

介 入 や プ ロ グ ラ ム の効 果 、 それ らに対 す る満 足 度 の 調 査

が29件(61.7%)と 最 も多 い割 合 を 占 めて い た。
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　研究の半数以上が質的研究であり、看護師が対象者本

人に直接面接等で看護 に対する満足度や評価を尋ねてい

る研究となっている。そのため、研究対象人数が少なく、

研究結果を一般化できるものではなかった。

3.デ ー タ収 集 法 と測 定 用 具

　 分 析 対 象 と した135件 の 研 究 に は、 計139件(100%、

重 複 集 計)の デ ー タ収 集 法 が 明示 され て い た。 そ の 具 体

的 内 容 は 、 質 問 紙 法 が83件(59.7%)、 面 接 が50件

(36.0%)、 観 察 が4件(2.9%)、 生 物 生 理 学 的 測 定(唾

液 ア ミ ラー ゼ値 、 自律 神 経 系 機 能 検 査)が2件(1.4%)、

で あ った。

　 質 問 紙 法 の うち45件 は 自作 の質 問 紙 で 、38件 は既 存 の

尺 度 の質 問 紙 で あ った 。

　 分 析 対 象 と な っ た135件 の 研 究 に は、 計7種 類 の測 定

用 具 が 明 示 さ れ て い た 。 不 安 を測 定 す る た め に用 い られ

て い た 既 存 の 尺 度 は 、 新 版STAI状 態 一特 性 不 安 検 査

(State-Trait　 Anxienty　 Inventory-Form　 JYZ)19件 、

HADS(Hospital　 Anxiety　 and　 Depression　 Scale)　 4

件 、APAIS(Amsterdam　 Preoperative　 Anxiety　 and

Information　 Scale)6件 、 日本 語 版POMS(Profile　 of

Mood　 States)3件 、 ス ト レス ・コ ー ピ ン グ尺 度(ln-

terpersonal　 Stress-Coping　 Inventory;ISI)1件 で あ っ

た。

　 こ の 他 、 健 康 関 連QOL、 せ ん 妄 ・急 性 混 乱 状 態 を 測

定 す る尺 度 も用 い られ て い た。 既 存 の 測 定 用具 を用 い ず、

自作の質問紙を用いていたものは前述のとおり45件であ

り、これらは疾患や手術に関する思い、知識、臨床経過、

看護介入、教育プログラムの効果を評価する内容が主で

あった。

　面接法50件 の うち、半構成的面接 は32件であった。

　質問紙法を用いたデータ収集方法83件 のうち、45件

が自作の質問紙を使用 しており、過半数以上を占めてい

る。 このことか ら、患者の不安やス トレスを信頼のでき

る尺度で測定できていない研究が多いということになる。

　また、生物生理学的測定を用いた研究が2件 と、非常

に少ない。術前の不安やス トレスを生理学的に評価する

研究がまだ不十分であることがわかる。

4.対 象者

　 135件 のうち、117件 は手術患者本人を対象 とした研究

であった。残 りは患者の家族 を対象とした研究が5件 、

看護師を対象とした研究が10件 であった。その他に、患

者 と看護師を対象 とした研究が2件 、患者 自身とその家

族を対象 とした研究が1件 存在 した。

　手術を受けることになった患者の家族への対応や、手

術を待っ患者の心理面へのケアは術後のサポー ト体制や

家族看護の視点からも重要であると考えられるが、手術

を受ける本人が最 も不安やス トレス、葛藤 と闘うことに

なるため、手術患者本人を対象 とした研究が最 も多いの

は当然の結果 と考えられる。

　また、看護師を対象とした研究の中には、手術を介助

表1　 研究デザインと研究内容

2002^-2011

1.手 術室看護 師 によ る手術患者の不安へ の介入 に関す る研究

　　　①新しい術前訪問方法の試みに関する

②すでに行われている術前訪問方法に関する

③手術室看護師による術中訪問に関する研究

2.看 護 師側 の問題 に関す る研究

　　　　 ①術前患者の情報収集に関する研究

②看護師の知識向上の取り組みにっいての研究

　　　 ③手術室看護師の不安や疲労について
3.特 定 の患者 との関わ りに関す る研究

4.特 定の手術前後 に患者 ・家族 が持 っ思 いに関す る研究

①手術前後の患者 ・家族の思いや生活実態の調査

　　　　 ②患者が看護師に求めるものにっいて

5.入 院 中の術前不安 に関す る研究

①不安の分析と介入について

　　　　　　 ②不安の分析

　　　 ③不安に対する介入

6.病 棟看護師 による術前 オ リエ ンテー ションに関す る研究

7.外 来看護師 による術前 オ リエ ンテー ションに関す る研究

合計

%

観察研究
断面調査
研　　究

7

2

3

2

5

1

4

0

23

21

2

14

2

8

4

0

0

49

36.3

観察研究
追跡調査
研　　究

0

1

1

1

9

9

0

0

0

11

8.1

介入研究
比較対象無

11

7

4

1

1

1

0

7

1

6

9

4

32

23.7

介入研究
比較対象有

12

11

1

0

0

1

1

4

4

6

5

28

20.7

ケ ー ス

ス タデ ィ

1

1

0

9

1

1

2

0

13

9.6

総説

1

0

1

0

0

0

2

1.5

合計

32

7

11

33

26

17

9

135

%

23.7

5.2

8.1

24.4

19.3

12.6

6.7

100.0

100.0
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する手術室看護師の手術前後の疲労自覚症状 ・不安 ・自

律神経系機能を検討 したものもあった2)。

　家族を対象にした研究は、2006年 以降にしかみあたら

ず、手術を受ける患者だけにとどまらず、手術患者を待 っ

ている家族や、手術を受ける患者がいる家族の不安など、

患者の周囲の人間に対する看護への関心 も高 まってきて

いるのではないかと考え られる。

5.研 究内容

　研究内容を帰納的に分類 した結果,7っ のカテゴリー

とその下位分類 と して11の サ ブカテゴリーが得 られた

(表1)。

　 7っ のカテゴリーとは 【1.手術室看護師による手術患

者 の不安への アプ ローチに関す る研究(32件 、23.7

%)】 、　 【2.看護師側の問題 に関す る研究(7件 、5.2

%)】 、　【3.特定の患者 との関わ りに関する研究(11件 、

8.1%)】 、　【4.特定の手術前後に患者 ・家族が持つ思い

に関す る研究(33件 、24.4%)】 、　【5.入院中の術前不

安に関する研究(26件 、19.3%)】 、　【6.病棟看護師に

よる術前オ リエンテーションに関する研究(17件 、12.6

%)】 、　【7.外来看護師による術前オ リエ ンテーション

に関する研究(9件 、6.7%)】 である。

　 【4.特定の手術前後に患者 ・家族が持つ思 いに関す る

研究】が33件 あり、割合 としては全体の24.4%と 、最 も

大きな部分を占めている。主な研究内容 としては、特定

の手術を受ける患者の手術前後の生活体験を明 らかにす

る研究や、特定の手術を受ける患者が、手術前後に自分

の置かれている状況をどのように認識 しているか、等の

研究が33件 中30件 と、90%以 上を占めていた。不安内容

としては、「手術そのものに対す る不安」のほかに、「術

後の疹痛に関す る不安」「術後の生活 に関す る不安」「麻

酔に関する不安」 といった内容のものが多 く抽出されて

いた。不安への介入 というよりは、現状調査 といった内

容であった。

　 【1.手術室看護師による手術患者の不安へのアプロー

チに関する研究】は32件 あり、全体の23.7%を 占め、2

番目に多い。手術室看護師による術前患者への介入に関

する研究への関心の高 さが うかがえる。主な研究内容 と

しては、手術室看護師による術前訪問の方法の開発や、

現在行 っている術前訪問の評価に関する研究である。少

数ながら、手術中待機する患者家族を対象 とした、術中

訪問の必要性や効果に関す る研究 もみ られた3)4)5)。ま

た、2004年 に日本手術看護学会会員に対 し行われた実態

調査では、88.6%の 施設が術前訪問を実施 しており、手

術看護業務における大 きな位置を占めていることが示唆

された6)。 これは、手術室看護師が術前患者に対 して行

う術前訪問の評価に関す る研究が32件 中29件 と90%以 上

を占めていることからも想像ができる。この術前訪問の
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評価に関す る研究29件 のうち、不安尺度を用いて評価さ

れていた研究 はわずか8件 であった。使用されていた不

安尺度はSTAIが4件 でAPAISが4件 であった。研究の

内容としては、 いずれ も術前訪問実施前後の不安スコア

の変化を比較 した研究であった。

　その中で、患者特性 と術前訪問の効果を比較 した研究

は1件 のみで、性別や疾患予後を患者特性 として検討 し

ていた7)。この研究では、全身麻酔による手術を受 けた

患者46名(男20名 ・平均65.0歳 、女26名 ・平均57.3歳)

を対象に、アムステルダム術前不安 ・情報基準を用いて

術前訪問前(A)、 術前訪問後(B)、 術後3～7日(C)

での心理的変化 にっいて検討 されていた。その結果、不

安スコアおよび情報 スコアはAに 比較 してBお よびCで

有意に低下 した。Aの スコアにより高不安群25名 と低不

安群21名 に分 けると、不安スコア、情報スコア共に高不

安群でB、Cで の有意な低下を認め、低不安群には有意

な変化がなかった。性別では両スコア共に女性 は有意な

低下を認めたが、男性には有意な変化がなかった。疾患

別では良性疾患27名 に両スコアの有意な低下を認めたが、

悪性疾患19名 では情報スコアでのみ有意差を認めた。以

上より、手術 に対 して不安の強い患者に対 し、術前訪問

が不安軽減 に対 し有効であるということと、女性に対 し

術前訪問が有効であるとい うことが示された。 しか し、

本研究では、比較された患者の特性が、性別 と、良性 ・

悪性疾患、術前訪問前の不安スコアの高低のみであり、

患者の特性不安(STAI)は 検討されていなかった。患

者の不安 に影響が大 きいと予測できる 「特性不安(ST

AI)」 を、患者の特性として検討する必要がある。また、

術前訪問前の不安スコアの高低が何に関連があるのかと

いうことには触れ られていない。さらに、術前訪問方法

や実施 した看護師が統一 されているかという内容が明記

されていない。そのため、術前訪問の有効性に、実施 し

た看護師の術前訪問内容 ・方法等が影響 した可能性は否

定できない。

　一方、不安特性や、より詳細な患者特性 と術前訪問の

効果の関連性にっいて研究されている文献はみられなかっ

た。また、術前訪問の結果、対象者全員の不安が軽減 し

た、という研究は29件 中1件 も存在 しないにもかかわら

ず、その少数派である 「不安が軽減 しなか った患者」 も

しくは 「不安が変わ らなかった患者」に焦点を当てた研

究は、み られなかった。

　次いで、　【5.入院中の術前不安 に関する研究】が26件

あり、全体の19.3%と3番 目に多 く存在 した。特定の手

術を受ける患者の術直前の不安内容の抽出や分析、また

それに影響を及ぼす要因の検索や介入の評価、近年では

アロマテラピーによる介入の効果などの研究がされてい

る。アロマテラピーによる介入 は術前の不安軽減のみな

らず、術中の疹痛の軽減にも効果があることが結果とし
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て出されていた8)9)1°)。不安への介入 という点か ら、手

術室への入室方法に関する研究 もいくっかなされていた。

そのすべてが歩行入室に関する研究であった。

　不安に対する看護介入 とSTAIを 関連付けた研究 は1

件のみであった11)。本研究は、乳癌患者の周術期の不安

に対するサイコオンコロジー的看護介入の効果を明 らか

にすることを目的に、4名(平 均年齢49.8歳)に 漸進的

弛緩法 ・アロマテラピー ・音楽セラピーを実施 し、入院

時 ・手術前 日 ・術後1週 間目にSTAI、 　POMS、 ス トレ

ス ・コーピングをアンケー ト調査 し、対照群(5名.平

均年齢69.5歳)と 比較、検討 したものであった。その結

果、有意差は認められなかったものの、特性不安 と状態

不安(STAI)、 感情状態(POMS)、 ス トレス ・コーピ

ングのいずれにおいても介入群が対照群 より多 くの減少

を示 しており、サイコオ ンコロジー的看護介入の効果 に

よるものと考えられた。本研究によって、サイコオ ンコ

ロジー的看護介入が乳癌患者に有効であるということが

示された。 しかし、対象が乳癌患者に限定されている点

と、対象人数が4人(対 象群5人)と 、非常に少ない人

数での研究であ り、一般化 は難 しい内容 となっていた。

また、本研究ではSTAIの 特性不安値を患者特性 として

検討されてはいなかった。

　患者特性 と介入の結果を比較 した研究が1件 のみ存在

したが、 この研究では年齢 ・性別のみを患者特性として

検討がなされていた12)。手術室への歩行入室が手術患者

に与える影響を調査 した研究で、歩行入室で全身麻酔の

手術を受けた入院患者14名(男11名 ・女3名 、平均58.6

歳)を 対象に、半構成インタビューガイ ドを用いて面接

し、得 られた情報をKJ法 で分析 していた。歩行入室は、

手術患者全体にほぼ受け入れ られ、年齢 ・性別で特に差

がなかったという結果であった。 しか し、対象がやはり

14人 と少なく、また歩行入室は前投薬の有無が大 きく関

連 し、麻酔科や主治医とのコンタクトや協力が必須であ

るたあ、結果は限定的であ り、一般化できるものではな

かった。

　 その他には、特性不安(STAI)と 介入の効果を比較

した研究はみられなかった。

　 過去10年 間の研究を調査 した結果、不安内容の分析や

不安への介入に対する研究はなされているが、患者が持

っ特性(年 齢、性別、術式、麻酔方法、手術歴等)が そ

の介入結果にどれほど影響 しているかという研究は、検

索 した限りでは認められなかった。また、介入 によって

不安を軽減できなか った群に関する研究 もみられなかっ

た。

　 今後、患者の もっ特性 と介入効果の関連性を明 らかに

することによって、不必要 ・不適切な介入を事前にある

程度コントロールできる可能性がある。 さらに、介入に

よって不安が増強 してしまう患者の減少 も期待で きる。
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その結果、術前不安 に対す るより質の高い介入方法の開

発への指針となるとともに、 さらには臨床における看護

業務の効率化をはかることに貢献できるものと考えられ

る。

　以上から、術前不安に関する今後の研究の方向として、

不安に対す る介入と患者の特性との関連性を調査 し、そ

の傾向 ・特徴を分析することによって、介入の効果 と患

者の特性に何 らかの関連性を見出すことが重要であろう。

IV.お わ りに

　本研究は医学中央雑誌のデータベースを用いて得たデー

タを利用 してお り、データベースの特徴や範囲、機能に

由来 した限界があると考え られる。 しか しながら、 この

研究によって、国内の術前患者の不安研究の概要を示す

ことはできたと考える。

　今後、術前患者への看護の質向上に向け、今回対象文

献 として ヒットしなかった術前患者の看護に関する研究

の現況も明 らかにするべきであろう。
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